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リ
ス
ク
管
理

【事業法人等向けエクスポージャー】

債務者格付等により個別に管理を行っている事業法人

等向けエクスポージャーは、以下のようなエクスポー

ジャーから構成されます。

格付付与手続の概要

用語解説
PD/LGD方式……溶

二 次 評

三 次 評 企 業 グ ル ー プ 評 ù
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25 2525 2525

ポートフォリオ管理の枠組み

経
営
戦
略 へ の 活

用
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用語解説
アウトライヤー比率……多くが時価評価対象外であるバンキング勘定の金利リスクを管理するため、バーゼルⅡ 第二の柱では、アウトライヤー基準が新
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353535

リスクの計量化については、過去社内で実際に発生し

た損失データのほか、内外の業務環境や内部管理状況を

勘案したリスクシナリオを作成し、これらを組み合わせ

て統計的にリスク量を算定しています。計量化されたリ

スク量は、割当資本制度における資本配賦のほか、自己

資本充実度を評価する際にも活用されています。

リスク管理の枠組み

リ ス ク の 計 量 化 社 内 の 損 失 デ タ



バーゼルⅡにおけるオペレーショナルリスクの所要自己資防

ツ檗祗バツ檗祗ネ 叕吠 スクね椛ネ 叕吠 スクな 厤諸 ザ資 ョク 庭
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三
菱
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主
要
な
関
係
会
社

45

議決権の所有
会社名 所在地 資本金又は出資金 事業の内容 設立年月日

（又は被所有）割合（%）

40.0
株式会社ペイジェント 東京都渋谷区 400百万円

決済処理・収納代行
平成18年5月1日

(40.0)業務
東京都汁 恢 48此百万円

極 ト テ 金務
平成18ラ5可1Ａ可

平成18┼58ヨ1Ａ紀
(4鑑.0)斤 芹 衃務

(48傾0沿

錦磨 務
聞 鑑叡58┻1５叡

柔 酵歳き
錦磨 務

(4鑑.0)
錦磨 務

(4鑑.0)
(4丸┻1芹膏克
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行

役
員
一
覧

■ 三菱UFJ信託銀行 役員一覧 （平成19年6月27日現在）

取締役
取締役会長

内海　暎郎（うつみ　あきお）

＊取締役社長

上原　治也（うえはら　はるや）

＊取締役副社長

安田 新太郎（やすだ　しんたろう）
監査部担当

＊取締役副社長

花水　範明（はなみず　のりあき）
法人部門長

＊専務取締役

深江　洋一（ふかえ　よういち）
証券代行部門長、営業第2部担当

＊専務取締役

開発　光治（かいほつ　こうじ）
市場国際部門長（市場国際部・総合資金
部・証券投資部・クレジット投資部・資
金為替部・国際営業開発部担当）

＊専務取締役

岡内　欣也（おかうち　きんや）
受託財産部門長（受託財産企画部・年金
コンサルティング部・投資企画部・年金
運用部・公的資金運用部・受託運用部・
株式運用部・債券運用部・パッシブ運用
部・運用商品開発部担当）

＊専務取締役

前田　哲男（まえだ　てつお）
事務管理部・システム企画部・システム
管理部・国際事務管理部担当

＊専務取締役

鈴木　祐二（すずき　ゆうじ）
不動産部門長、営業第8部・営業第9部・
営業第10部・神奈川営業部担当

＊常務取締役

円谷　茂（つぶらや　しげる）
リテール部門長、本店営業部担当

＊常務取締役

結城　泰平（ゆうき　たいへい）
経営企画部・システム統合推進部・フロ
ンティア戦略企画部・CS推進部担当

＊常務取締役

城戸　一彰（きど　かずあき）
経営管理部・コンプライアンス統括部・
信用リスク統括部担当

＊常務取締役

梶浦　敏明（かじうら　としあき）
総務部・人事部・社員相談室・審査部担当

わ

釃
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英国エジンバラ市 500千ポンド 投資顧問業務 平成2年6月8日 51
Asset Management Limited

100
Winglet L.P. 米国カーソン市 11,057千米ドル 金融業務 平成2年5月4日

(28.1)

その他 2社

（注） 1. 上記関係画 轄 缶 画
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5. 連結キャッシュ・フロー計算書
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連
結
財
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表

(14)リース取引の処理方法
当社及び国内連結子会社のリース物件の所有権が借主に移転すると認め

られるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取
引に準じた会計処理によっております。

(15)重要なヘッジ会計の方法
(イ)金利リスク・ヘッジ

国内銀行連結子会社及び国内信託銀行連結子会社の金融資産・負債か
ら生じる金利リスクを対象とするヘッジ会計のヘッジ対象を識別する方
法は、主として、業種別監査委員会報告第24号「銀行業における金融
商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」(平成14年2月
13日　日本公認会計士協会。以下「業種別監査委員会報告第24号」と
いう)及び会計制度委員会報告第14号「金融商品会計に関する実務指
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

平成17年度 平成18年度
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連
結
財
務
諸
表

(5) 商品関連取引 （単位：百万円）

平成17年度末 平成18年度末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

うち1年超 うち1年超

取引所　商品先物
売建 870 53 △215 △215 2,555 1,019 165 165
買建 1,724 1,129 862 862 4,344 3,034 116 116

店頭　　商品スワップ
商品指数変化率受取・短期変動金利支払 305,994 217,138 △194,294 △194,294 528,452 392,206 △102,680 △102,680
短期変動金利受取・商品指数変化率支払 326,910 225,914 186,145 186,145 553,725 415,961 195,269 195,269

商品オプション
売建 122,193 48,037 △10 328(293



110









114

�~
›�6�'�+�Ñ�ù�Æ�ï�³�þ�ç�~�¬�ç�Ó�Ó

�È�A	Ø�C



115

三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

連
結
情
報





117

三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ















5. 連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成17年度 平成18年度
平成17年4月 1 日から 平成18年4月 1 日から（平成18年3月31日まで）（平成19年3月31日まで）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益 965,760 1,231,000
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

1. 連結の範囲に
関する事項

2. 持分法の適用に
関する事項

3. 連結子会社の事業
年度等に関する
事項
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連
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表

5. 連結子会社の
資産及び負債の
評価に関する事項

6. 連結調整勘定の
償却に関する事項

8. 利益処分項目等の
取扱いに関する
事項

7. のれん及び負の
のれんの償却に
関する事項

9. 連結キャッシュ・
フロー計算書に
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三菱東京UF
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行連結
財
務
諸
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(リース取引関係)
平成17年度平成18年度
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（追加情報）

平成17年度 平成18年度
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（単位：百万円）

平成17年度末 平成18年度末
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1. 事業の種類別セグメント情報 （単位：百万円）

平成17年度
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表

1. 売買目的有価証券 （単位：百万円）

平成17年度末 平成18年度末

貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた 貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた
評価差額 評価差額

売買目的有価証券 4,606,553 μ,６�墾,６6孝

�?	��0	°
¨�r®$���A	Â�r­¨�s„
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金銭の信託関係
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体
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■ 資本・株式の状況（単体）

年月日 増減額（千円） 資本金（千円） 摘　要

平成14年03月31日 一 785,969,618

平成15年03月28日 86,003,500 871,973,118 有償　第三者割当344,014千株
（普通株式） 発行価額　　0,500円

資本組入額　0,250円

平成15年03月31日 一 871,973,118

平成16年03月31日 一 871,973,118

平成17年02月21日 125,000,000 996,973,118 有償　第三者割当100,000千株
資本組停

平 成 1 7 年0
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(1) 普通株式 （平成19年3月31日現在）

所有株式数 持株比率
株主名 （千株） （%）

株式会社三菱UFJフィナンシャル･グループ 10,251,161 99.93
三菱UFJ信託銀行株式会社 6,800 0.06
合計 10,257,961 100.00

(3) 第一回第三種優先株式 （平成19年3月31日現在）

所有株式数 持株比率
株主名 （千株） （%）



三菱UFJ信託銀行

■ 主要な経営指標等の推移（連結） 182

■ 連結財務諸表 183

■ 連結情報 204

■ 主要な経営指標等の推移（単体） 205

■ 財務諸表 206

■ 営業の概況（単体） 222

■ 信託業務の状況（単体） 226

■ 銀行業務の状況（単体） 235

■ その他業務の状況（単体） 244

■ 店舗・人員の状況（単体） 247

■ 資本・株式の状況（単体） 248
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(3)デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
デリバティブ取引(特定取引目的の取引を除く)の評価は、原則として時価
法により行っております。

(4)減価償却の方法
①動産不動産

動産不動産の減価償却は、主として定率法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物　　15年～50年
動産　　04年～15年

②ソフトウェア
自社利用のソフトウェアについては、当社及び連結死'47 て添俥謅。
”主とし６5党)俋市として倒∵

。
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表

(5) 商品関連取引（平成17年度末、平成18年度末）

該当ありません。
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204

三菱UFJ信託銀行連結情報

■
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(5) 商品関連取引（平成17年度末、平成18年度末）

該当ありません。

(3) 株式関連取引（平成17年度末、平成18年度末）

該当ありません。

(3)"株式通貨取引（平
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7. 元本補てん契約のある信託の有価証券等時価情報

悍 加
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(4) 貸出金の業種別内訳

チ/ㇵ
単
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（単位：億円）

平成17年度 平成18年度

期首残高 旧UFJ信託銀行 期中増加額 期中減少額 期末残高 期首残高 期中増加額 期中減少額 期末残高
からの引継額

(△0) (△0)
一般貸倒引当金 807 248 902 1,056 902 902 909 902 909

(△1) (△0)
個別貸倒引当金 814 106 352 932 341 341 320 341 320

特定海外債権引当勘定 0 0 ー 0 ー ー ー ー ー

(△2) (△0)
合計 1,622 355 1,255 1,988 1,244 1,244 1,229 1,244 1,229

（注）期首残高欄の（ ）内の計数は、為替換算差額です。

（単位：億円）

平成17年度末 平成18年度末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 232 83
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（単位：店、カ所）



248

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

資
本
・
株
式
の
状
況
（
単
体
）

■ 資本・株式の状況（単体）
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■ 連結範囲 250

■ 自己資本の構成 251

■ 自己資本の充実度 259

■ 信用リスク 260

■ 信用リスクの削減手法 265

■ 派生商品取引 265

■ 証券化エクスポージャー 266

■ マーケット・リスク 271

■ 銀行勘定の出資等または株式等エクスポージャー 274
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①発行体 MUFG Capital Finance 1 Limited

②発行証券の種類 非累積型・固定/変動配当・優先出資証券
（以下、「本優先出資証券」という）
本優先出資証券の所有者は、当社の発行する残余財産分配の順位が最も優先する優先株式と実質的に同順位の残余財産分配請求優先権を有
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トレーディング業務のVaRと日次損益推移

（平成17年4月～平成18年3月）

バック・テスティングの状況

（平成17年4月～平成18年3月）

バック・テスティングの状況

（平成18年4月～平成19年3月）

トレーディング業務のVaRと日次損益推移

（平成18年4月～平成19年3月）
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信用リスクに対する所要自己資本の額 （単位：億円）
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信用リスク

信用リスクに関するエクスポージャーの期末残高 （単位：億円）

平成葫愀鷁度冡メ ｝ 飇Őエクスポージャほ
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マーケット・リスク

期末のバリュー・アット・リスクの値並びに開示期間におけるバリュー・アット・リスクの最高、平均および最低の値

トレーディング勘定のリスク量 （単位：億円）

平成17年4月～平成17年12月

日次平均 最大 最小 平成17年12月末
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オリジネーターである証券化エクスポージャーの原資産の額 （単位：億円）

平成18年度末
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マーケットî

期末のバ

トレーディング厭 （単位：億円）

平成18年4月～平成19年3月

日次平均 平成19年3月末

全体 23.570.211.570.2
金利 17.438.3 8.120.6
うち円 12.524.9 6.214.8

ドル 7.828.6 2.1 6.0
外国為替 12.763.1 3.063.1
株式 ー ー ー ー
コモディティ ー
分 6.6 13.5

（算出
ヒストリカでⅺ

��Ü









三菱UFJ信託銀行

329

三



330�~ 
›�6�'
�+ 	ô�W



331

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

自己資本の構成

自己資本調達手段の概要

当社は、普溮

自己資本の構成（ÝΞ

本 の痴 � け゚け゚ㇰÆ ㎈  ㇰ 新株 ー Æ %ㇰけ゚ 利 $ㇰ ト゚ Ł ー Ł ー Œ 糖出  ㇰ ー‐叠 ー俸 ー ー ー 槗 ー △ 雫 △ こ 岩 ン

↓ △ 項 目 1/10 準 ヨ f の 痴 本
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信用リスクの削減手法

信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャー平成暾昿猫氧末赧



339

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

オリジネーターである証券化エクスポージャーの原資産の額 （単位：億円）

平成18年度末

当期末に保有する証券化 証券化エクスポージャーを保有しない
エクスポージャーに関連する 当期の証券化取引に関連する

原資産の期末残高 原資産の期末残高（注）

資産譲渡型証券化取引 ー ー
うち住宅ローン証券化 ー ー
アパートローン証券化 ー ー
クレジットカード与信証券化 ー ー
その他資産証券化 ー ー

合成型証券化取引 ー ー
うち住宅ローン証券化 ー ー
アパートローン証券化 ー ー
クレジットカード与信証券化 ー ー
その他資産証券化 ー ー

ABCPプログラムのスポンサー 104 ー
うち住宅ローン証券化 ー ー
アパートローン証券化 ー ー
クレジットカード与信証券化 ー ー
売掛債権証券化 ー ー
リース料債権証券化 ー ー
その他資産証券化 104 ー

�
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早期償還条項付のオリジネーターである証券化エクスポージャー

自己資本比率告示第252条および第270条に従い、外部の投資家の保有する証券化エクスポージャーに対し、信用リスク・アセットの額を計算している早期償還条項付の
オリジネーターである証券化エクスポージャーの該当はありません。

（贈
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平成17年度末連結自己資本比率
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製造業348卸小売業110建設業62金融・保険業58不動産業201各種サービス業220運輸業965個人343頃・地方公共団体0
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（業種別残高） （単位：百万円）

平成18年度末

一般貸倒引当金 個別貸倒引当金 特定海外債権引当勘定

製造業 246
卸小売業 1,070
建設業 230
金融・保険業 3,468
不動産業 163
各種サービス業 6,255
運輸業 16,088
個人

35㌨
�¢�À	�c€¼�¢�o�•�•
¦�ª���£

卸小売業
金融・保9

卸小売返
各種サービ

運輸業

卸小売

運輸
運輸

運輸
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目
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三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行

16. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における固定金利定期預金、変動金利定期預金及びその他の区分ごとの
定期預金の残存期間別の残高 175 242

17. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における国内業務部門並びに国際業務部門の区分ごとの手形貸付、証書貸付、
当座貸越及び割引手形の平均残高 168 235

18. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における固定金利及び変動金利の区分ごとの貸出金の残存期間別の残高 168 235

19. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における担保の種類別（有価証券、債権、商品、不動産、保証及び信用の区分）
の貸出金残高及び支払承諾見返額 170、174 237、241

20. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における使途別（設備資金及び運転資金の区分）の貸出金残高 169 237

21. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における業種別の貸出金残高及び貸出金の総額に占める割合 169 236

22. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における中小企業等に対する貸出金残高及び貸出金の総額に占める割合 170 237

23. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における特定海外債権残高の5％以上を占める国別の残高 170 237

24. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における国内業務部門並びに国際業務部門の区分ごとの預貸率の期末値
及び期中平均値 176 243

25. 直近の二中間事業年度又は二事業年度における有価証券の種類別（国債、地方債、短期社債、社債、株式、
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三菱UFJフィナンシャル・グループ

(8) 当期に証券化を行ったエクスポージャーの概略（当期に証券化を行ったエクスポージャーの額及び主な原資産の
種類別の内訳を含む。）
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